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きらりとひかる田園都市みさと

〈
内
容
〉

　

こ
の
条
例
は
三
郷
イ
ン
タ
ー

Ａ
地
区
土
地
区
画
整
理
組
合
（
以

下
、
組
合
）
か
ら
の
寄
附
金
を

三
郷
イ
ン
タ
ー
Ａ
地
区
等
の
公

共
施
設
整
備
の
財
源
に
充
て
る

た
め
、
新
た
に
基
金
を
設
置
す

る
も
の
で
す
。

▽
本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の

よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

条
例
を
制
定
す
る
に
至
っ

た
経
緯
は
。

答　

組
合
か
ら
、
三
郷
イ
ン
タ
ー

Ａ
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
が

完
了
し
た
際
の
余
剰
金
を
第
二

大
場
川
に
架
か
る
橋
り
ょ
う
の

架
け
替
え
や
、
地
区
内
の
公
共

施
設
の
維
持
・
修
繕
に
活
用
し

て
ほ
し
い
と
市
に
寄
附
す
る
申

し
出
が
あ
っ
た
。
市
で
は
寄
附

金
の
使
途
を
適
切
に
管
理
す
る

た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

問　

区
画
整
理
事
業
で
基
金
が

つ
く
ら
れ
た
経
緯
は
今
ま
で
に

あ
る
の
か
。

答　

過
去
に
三
郷
市
で
の
事
例

は
な
い
。

問　

三
郷
イ
ン
タ
ー
Ａ
地
区
等

の
「
等
」
の
範
囲
は
。

答　

組
合
よ
り
架
け
替
え
の
要

望
が
あ
っ
た
２
橋
に
つ
い
て
は
、

地
区
の
外
側
で
あ
る
た
め
「
等
」

と
し
て
い
る
。

問　

三
郷
イ
ン
タ
ー
Ａ
地
区
に

は
市
か
ら
補
助
金
な
ど
が
支
出

さ
れ
て
い
る
が
、
総
額
は
。

答　

三
郷
市
土
地
区
画
整
理
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
く

補
助
金
は
、
７
億
４
８
３
６
万

２
０
０
０
円
で
あ
る
。
ま
た
、

国
庫
補
助
事
業
の
裏
負
担
と
し

て
約
８
億
９
３
０
０
万
円
。
そ

の
ほ
か
に
市
か
ら
下
水
道
整
備

や
公
園
整
備
等
約
９
億
円
の
事

業
費
を
支
出
し
て
お
り
、
合
計

す
る
と
約
25
億
円
と
な
る
。

三郷インターＡ地区の整備に 向けて基金条例を制定

陸上競技場の大型映 像装置に基金を活用！
議
案
第
36
号　
三
郷
市
三
郷
イ

ン
タ
ー
Ａ
地
区
等
公
共
施
設
整

備
基
金
条
例

問

問問問

第二大場川に架かる橋（北中付近）

６
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
特
に
市
民
の
方
々
に
関
連
の
深
い
議
案
が
、
ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
た
か
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

論点

６月定例会

６/1～14

　６月定例会には、市長から「三
郷市三郷インターＡ地区等公共施
設整備基金条例」など28議案が提
出され、原案どおり可決しました。

上口調節池

ピアラシティ交流センター

三郷インターA地区

みさと市議会だより  第170号
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問　

今
後
の
基
金
活
用
は
。

答　

組
合
の
意
向
を
尊
重
し
、

三
郷
イ
ン
タ
ー
Ａ
地
区
東
側
の

第
二
大
場
川
に
架
か
る
橋
り
ょ

う
の
架
け
替
え
や
上
口
調
節
池

の
陸
上
競
技
場
の
大
型
映
像
装

置
の
整
備
、
ピ
ア
ラ
シ
テ
ィ
交

流
セ
ン
タ
ー
や
三
郷
イ
ン
タ
ー

Ａ
地
区
の
道
路
等
の
公
共
施
設

の
維
持
・
修
繕
に
係
る
費
用
に

活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

基
金
を
設
置
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
。

答　

寄
附
金
を
要
望
が
あ
っ
た

事
業
に
充
当
す
る
こ
と
を
明
確

に
す
る
こ
と
や
、
複
数
年
に
か

か
る
計
画
的
な
予
算
執
行
が
可

能
と
な
る
こ
と
等
が
あ
る
。

問　

既
存
の
基
金
で
は
な
く
、

新
た
な
基
金
の
設
置
に
は
疑
問

が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答　

三
郷
イ
ン
タ
ー
Ａ
地
区
は
、

36
％
の
減
歩
（
土
地
の
提
供
な

ど
）
に
よ
る
地
権
者
の
負
担
の

も
と
公
共
施
設
等
の
基
盤
整
備

を
実
施
し
て
い
る
。
余
剰
金
が

発
生
し
た
場
合
、
地
権
者
に
還

付
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、

組
合
の
意
向
に
よ
り
市
に
寄
附

し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
目
的

を
持
っ
た
基
金
を
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

論点

三郷インターＡ地区の整備に 向けて基金条例を制定

陸上競技場の大型映 像装置に基金を活用！
問 問問

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、
常
任
委
員
長
が
委
員
会
の

審
査
内
容
を
報
告
し
、
討
論
・

採
決
の
結
果
、
全
議
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

公認陸上競技場完成イメージ（上口調節池）

ピアラシティ中央公園とじゃぶじゃぶ池

陸上競技場の管理棟

大型映像装置

みさと市議会だより  第170号
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　
二
郷
半
用
水
路
の
側
道
は
、
国

道
２
９
８
号
か
ら
三
郷
放
水
路
ま
で
の

部
分
は
整
備
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
良

好
な
環
境
と
は
い
え
な
い
。
周
辺
の
景

観
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
運
動
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
、
三
郷
市
域
の
歴
史
と
文
化
を
感

じ
ら
れ
る
、
市
民
の
憩
い
の
空
間
と
し

て
利
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
桜
な
ど
の
植

栽
や
、健
康
遊
具
、あ
ず
ま
や
、ベ
ン
チ
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
た
め
の
距
離
標
示
等

の
設
置
な
ど
、
二
郷
半
用
水
緑
道
の
整

備
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　
二
郷
半
用
水

緑
道
は
、
緑
の
基
本
計
画
に
お
い
て
、

水
辺
の
シ
ン
ボ
ル
軸
と
し
て
位
置
づ
け

さ
れ
て
い
る
。
水
辺
空
間
を
活
か
し
、

安
全
で
快
適
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
道

づ
く
り
に
よ
る
「
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
し
て
三
郷
市
内
の
散
策
の

場
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
に
寄
与
す
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
三
郷
放
水
路

以
北
の
未
整
備
区
間
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
か
た
の
意
見
も
参
考

に
、
既
に
整
備
が
完
了
し
て
い
る
区
間

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、４日間にわたり13人の議員が活発
な論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する 一般質問
質 問 議 員

佐藤　睦郎　　逢澤圭一郎　　鳴海　和美　　酒巻　宗一
佐々木　修　　野村　　徹　　和田　　司　　佐藤　裕之
加藤　英泉　　工藤智加子　　稲葉　春男　　篠田　正巳
森　　忠行　　

と
連
続
性
を
も
た
せ
な
が
ら
「
三
郷
ら

し
さ
」
を
象
徴
す
る
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
交
通
安
全
対
策
。

議
員　
国
の
待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ

ラ
ン
に
よ
っ
て
、
本
市
も
民
間
保
育
所

等
の
参
入
を
促
し
、
こ
の
７
年
間
で
６

５
０
人
を
超
え
る
受
け
皿
を
拡
大
し
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
受
け
皿
を
広

げ
る
一
方
で
保
育
士
不
足
は
特
に
都
市

部
で
加
速
し
て
お
り
、
待
機
児
童
問
題

の
裏
側
で
は
、
保
育
士
に
よ
る
虐
待

や
わ
い
せ
つ
事
件
等
も
報
道
さ
れ
て
い

る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
本
市
に
お
い
て

は
今
ま
で
そ
の
よ
う
な
事
件
は
な
か
っ

た
が
、
保
育
現
場
も
こ
の
数
年
で
大
き

二
郷
半
用
水
緑
道
の

環
境
整
備
を

く
様
変
わ
り
を
し
て
い
る
中
で
、
安
全

な
保
育
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。
保
育
の
質
の
問

題
や
事
故
等
の
リ
ス
ク
回
避
、
さ
ら

に
は
保
育
士
の
質
の
向
上
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
な
ど
市
と
し
て
し
っ
か

り
と
関
与
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
公
立
、
民
間
保
育
所
の
連
携
強
化

等
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
未
来
部
長　
本
市
で
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、
市
内

４
か
所
の
小
規
模
保
育
施
設
と
公
立
保

育
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
経
験
年
数
の
長
い
公
立
保

育
士
と
、
若
手
の
多
い
民
間
保
育
所
の

保
育
士
と
の
交
流
機
会
の
拡
充
も
行
い

な
が
ら
、
保
育
士
及
び
保
育
の
質
の

確
保
に
努
め
民
間
保
育
所
と
と
も
に
安

全
・
安
心
な
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
防
災
対
策
な
ど
。

二郷半用水緑道

早稲田保育所の子どもたち

民
間
保
育
所
と

公
立
保
育
所
の
連
携
強
化
を

みさと市議会だより  第170号
平成29年７月15日発行4



一般質問

と
し
て
通
学
路
の
安
全
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

学
校
教
育
部
長　
①
通
学
路
安
全
マ
ッ

プ
は
各
学
校
で
毎
年
、
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
②
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、
定
期
巡
回
等
で
危
険
箇
所
の
確
認

を
し
て
い
く
。
③
児
童
生
徒
の
危
険
回

避
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
何
よ
り
肝
要

で
あ
る
が
、
関
係
課
と
の
協
議
や
事
例

等
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
福
祉
問
題
。

議
員　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時

に
、
農
地
を
避
難
場
所
、
仮
設
住
宅
建

設
用
地
、
災
害
復
旧
資
材
置
き
場
と
し

て
、
ま
た
、
農
業
施
設
の
鉄
骨
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
を
避
難
者
の
宿
泊
施
設
に
、
生

活
用
水
と
し
て
井
戸
の
使
用
、
農
産
物

を
避
難
者
に
優
先
供
給
す
る
な
ど
、
農

家
に
協
力
を
求
め
る
防
災
協
力
農
地
制

度
が
あ
る
。
協
力
農
家
が
防
災
井
戸
を

設
置
す
る
場
合
と
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

新
設
と
同
時
に
防
災
井
戸
を
設
置
す
る

場
合
の
補
助
金
制
度
の
新
設
に
つ
い
て

伺
う
。

環
境
安
全
部
長
　
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
の
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め

に
は
、
様
々
な
対
策
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
農
業
施
設
を
利
活
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
災
害
対
策
の
有
効

な
手
段
と
し
て
関
係
部
署
と
連
携
し
、

引
き
続
き
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

産
業
振
興
部
長　
市
の
農
業
関
係
の
補

助
制
度
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
新
設

や
張
替
事
業
、
農
家
組
合
や
水
利
組
合

を
対
象
と
す
る
水
田
灌か
ん
が
い漑
用
井
戸
の
設

置
補
助
が
あ
る
。
防
災
井
戸
に
関
し
て

は
、
国
や
県
な
ど
に
よ
る
補
助
制
度
に

つ
い
て
さ
ら
な
る
調
査
、
研
究
を
引
き

続
き
行
い
、
関
係
部
署
と
情
報
共
有
し

な
が
ら
、
協
議
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
子
育
て
支
援
問
題
。

議
員　
平
成
28
年
４
月
か
ら
障
害
者
差

別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、
障
が
い
者
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
。

三
郷
市
で
も
平
成
29
年
４
月
か
ら
「
手

話
を
言
語
と
し
て
と
ら
え
る
」、「
手
話

を
理
解
し
普
及
さ
せ
る
」
を
柱
と
し
て

「
三
郷
市
こ
こ
ろ
つ
な
が
る
手
話
言
語

条
例
」
が
施
行
さ
れ
、障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今
後

は
、
労
働
支
援
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
拡

充
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
三
郷
市
の
障
が
い
者

就
労
支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み
や
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　
就
労
支
援
事
業
は
、
障
が

い
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に

な
っ
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
29

年
５
月
末
の
登
録
者
数
は
３
２
２
名

で
、
う
ち
就
労
者
数
は
１
９
６
名
で
あ

る
。
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
求
職

中
の
登
録
者
が
職
場
の
模
擬
的
な
環
境

で
作
業
を
行
う
就
労
準
備
評
価
室
を
設

置
し
て
い
る
。
単
に
就
労
す
る
だ
け
で

な
く
、
生
活
上
の
支
援
の
必
要
性
が
密

接
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
障
が
い
の

あ
る
か
た
の
包
括
的
な
支
援
と
し
て
関

係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な

る
拡
充
に
努
め
る
。
な
お
、
市
役
所
で

も
一
般
事
務
職
と
し
て
障
が
い
者
雇
用

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。　

議
員　
小
学
生
が
巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪

が
相
次
ぎ
、
保
護
者
は
不
安
を
感
じ
て

い
る
。
平
成
28
年
度
に
通
学
路
に
お
け

る
交
通
安
全
の
見
直
し
を
実
施
し
た

が
、
交
通
問
題
以
外
に
も
通
学
路
で
の

危
険
要
素
は
、
民
家
の
な
い
地
域
や
人

目
の
死
角
と
な
る
場
所
、
草
の
生
い

茂
っ
た
空
き
地
、
駐
車
場
の
そ
ば
な
ど

様
々
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
①
防
犯

マ
ッ
プ
の
見
直
し
、
②
危
険
地
域
の
見

守
り
等
の
対
策
、
③
通
学
路
パ
ト
ロ
ー

ル
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
安
全
部
長    

①
各
学
校
の
防
犯

マ
ッ
プ
見
直
し
の
際
に
は
、
防
犯
指
導

員
が
協
議
・
検
討
に
加
わ
り
、
よ
り
効

果
的
な
防
犯
マ
ッ
プ
の
作
成
に
携
わ
る
。

②
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
動
の
中
心小学生の登校風景

通
学
路
の
安
全
対
策
を

防
災
井
戸
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

新
設
補
助
金
を

障
が
い
者
就
労
支
援
の拡

充
を

♦議会の詳細は「会議録」で
　三郷市議会ホームページ又は、市
役所内の市政情報コーナー、図書館
などで「会議録」を閲覧することが
できます。なお６月定例会の会議
録は８月下旬に更新する予定です。
▶ 会議録速報版を公開…閉会から
１か月を目安に、ホームページ
にてPDF形式で公開しています
ので、ご覧ください。
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きらりとひかる田園都市みさと

識
や
ス
キ
ル
を
、
そ
し
て
近
い
将
来
親

に
な
る
世
代
に
は
、
子
育
て
な
ど
の
理

解
を
深
め
る
場
を
提
供
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
親
の
学
習
の
さ
ら
な
る
内
容

充
実
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
参
加
者
の
拡

大
に
努
め
る
。
②
み
さ
と
雑
学
大
学
に

お
い
て
、
終
活
に
関
連
し
た
講
座
を
、

平
成
25
年
度
か
ら
毎
年
１
回
程
度
開
催

し
て
い
る
。
今
後
も
、
終
活
を
は
じ
め

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
生
涯
学
習
の

機
会
の
提
供
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問　
福
祉
問
題
な
ど
。

議
員　
学
校
給
食
は
、
生
涯
を
健
康
で

充
実
し
た
生
活
を
送
り
、
望
ま
し
い
食

生
活
の
基
本
を
養
い
、
感
謝
の
心
や
伝

統
的
な
食
文
化
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
し
か
し
、

小
中
学
校
の
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
は
、

給
料
は
上
が
ら
ず
、
経
済
的
に
大
変
な

状
況
に
あ
る
。
生
活
費
を
切
り
詰
め
て

給
食
費
を
ね
ん
出
す
る
な
ど
、
家
庭
に

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
６
人
に

１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と

言
わ
れ
、
成
長
発
達
を
保
障
す
る
食
事

が
学
校
給
食
の
み
と
い
う
子
ど
も
も
い

る
。
現
在
１
７
４
１
市
区
町
村
の
う
ち
、

55
市
町
村
で
無
償
、
一
部
補
助
を
含
め

る
と
４
１
７
市
町
村
で
負
担
軽
減
を
実

施
し
て
い
る
。
三
郷
市
も
子
育
て
世
代

を
応
援
す
る
施
策
と
し
て
求
め
ら
れ
て

お
り
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
保
護
者
負
担
と
な
る
月
額
の
学

校
給
食
費
は
、
小
学
校
３
６
５
０
円
、

中
学
校
４
４
０
０
円
で
あ
る
。
小
学
校

は
、
県
内
で
も
低
い
金
額
で
あ
り
、
中

学
校
も
他
市
と
比
較
し
て
、
き
わ
め
て

低
い
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
給
食
費
の

納
付
が
困
難
な
ご
家
庭
に
対
し
て
就
学

援
助
制
度
や
児
童
手
当
制
度
等
に
よ
る

学
校
給
食
費
負
担
の
措
置
や
給
付
を

行
っ
て
お
り
、
現
状
ど
お
り
と
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　
生
活
保
護
問
題
。

議
員　
乳
が
ん
は
、
女
性
の
が
ん
の
２

割
を
占
め
、
女
性
の
が
ん
の
部
位
別
発

症
率
で
は
最
も
高
い
。
乳
が
ん
発
生
の

リ
ス
ク
が
高
い
の
は
、
40
歳
か
ら
50
歳

代
で
あ
る
が
、
30
歳
を
超
え
る
と
急
に

そ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
消
化
器
系
が
ん
は
５
年
以

上
経
過
す
る
と
、
生
存
率
が
横
ば
い
と

な
っ
て
減
少
す
る
が
、
乳
が
ん
は
５
年

を
経
過
し
た
後
も
生
存
率
は
低
下
し
て

い
く
。
乳
が
ん
を
発
症
し
た
と
し
て
も

早
期
発
見
・
治
療
に
よ
り
で
き
る
限
り

リ
ス
ク
の
少
な
い
生
活
を
保
障
し
、
再

発
を
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ

る
。
県
内
で
は
、
と
き
が
わ
町
が
集
団

検
診
と
し
て
、
20
歳
以
上
を
対
象
に
エ

コ
ー
と
視
触
診
を
実
施
し
て
お
り
、
鳩

山
町
、
皆
野
町
な
ど
５
町
で
30
歳
以
上

を
対
象
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
を

導
入
し
て
い
る
。
三
郷
市
も
実
施
に
向

け
た
検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　
本
市
で
は
40
歳
以
上

を
対
象
に
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ

る
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
る
。
一

部
の
市
町
村
で
は
、
若
年
層
を
対
象
に

超
音
波
検
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
検

査
機
器
の
違
い
に
よ
っ
て
精
度
に
差
が

あ
る
な
ど
課
題
も
あ
る
。
今
後
、
先
進

市
の
情
報
収
集
に
努
め
研
究
す
る
。

そ
の
他
の
質
問　
空
き
家
対
策
な
ど
。

議
員　
①
私
は
、
平
成
21
年
に
研
修
を

受
け
て
親
の
学
習
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
な
り
、
２
〜
３
年
話
し
合
い
の
お
手

伝
い
を
し
た
。
現
在
で
は
親
の
学
習

も
４
年
連
続
で
２
０
０
講
座
を
超
え
た

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
、
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。
②
昨
年
５
月
に
入
院
し

た
折
、
い
わ
ゆ
る
終
活
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
人
生
の
終
わ
り
を
よ
り

良
い
も
の
と
す
る
終
活
に
つ
い
て
生
涯

学
習
と
し
て
何
か
取
り
上
げ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
部
長　
①
親
の
学
習
は
、
家

庭
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
子

育
て
世
代
に
は
、
子
育
て
に
必
要
な
知

親
の
学
習
の
充
実
と

終
活
を
テ
ー
マ
に
生
涯
学
習
を

小
中
学
校
給
食
費
の
無
料
化
を

若
年
層
の
乳
が
ん
検
診
導
入
を

検診でがんの早期発見

吹上小で「親の学習」を開催
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一般質問

め
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
の
ス
ポ
ー
ツ

庁
の
通
知
へ
の
対
応
と
８
月
に
開
催
の

水
泳
大
会
で
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
現
在
、
小
中
学
校
の
水
泳
授

業
で
は
学
習
指
導
要
領
を
基
準
と
し

て
、
水
中
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
指
導
し

て
い
る
。
今
年
は
幸
房
小
学
校
の
ス
タ

ン
ド
付
き
の
プ
ー
ル
が
完
成
し
、
市
内

一
斉
に
開
催
で
き
る
記
念
す
べ
き
水
泳

大
会
と
な
る
。
児
童
の
安
全
を
第
一
に

考
え
た
対
応
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
学

校
体
育
協
会
と
連
携
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
公
園
管
理
問
題
。

議
員　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
い
か
に

効
率
的
に
運
用
で
き
る
か
は
、
市
の
後

期
基
本
計
画
に
あ
る
「
円
滑
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」
に
大
き
く
影
響
す

る
も
の
と
考
え
る
。
カ
ー
ド
登
録
が
開

始
さ
れ
て
１
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、

①
現
況
と
今
後
は
、
②
広
報
で
の
Ｐ
Ｒ
、

③
平
成
28
年
分
確
定
申
告
に
お
け
る
効

果
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
①
６
月
１
日
現
在
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
枚
数
は
、

１
万
１
６
３
７
枚
で
普
及
率
８
・
３
％
。

人
口
の
伸
び
率
に
対
し
て
交
付
枚
数
が

追
い
付
い
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

企
画
総
務
部
長　
①
②
制
度
の
周
知
と

啓
発
と
し
て
広
報
み
さ
と
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
公
共
施
設
に
ポ
ス

タ
ー
掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
を
し

て
い
る
。
今
後
は
９
月
１
日
開
始
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
多
機
能
端
末

機
を
利
用
し
た
住
民
票
等
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

財
務
部
長　
③
確
定
申
告
で
は
、
本
人

確
認
が
カ
ー
ド
の
提
示
だ
け
で
完
了

し
、 e ̶T

A
X

に
よ
る
申
告
も
可
能
と

な
る
。
ま
た
、
９
月
１
日
開
始
の
コ
ン

ビ
ニ
で
の
（
非
）
課
税
証
明
書
の
取
得

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
の
質
問　
公
共
交
通
問
題
。

議
員　
近
年
は
地
域
の
経
済
発
展
の
た

め
自
治
体
独
自
で
の
対
策
が
強
め
ら
れ

て
い
る
が
、
①
三
郷
市
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
活
用
に
つ
い
て
。

②
耐
震
に
よ
ら
な
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
金
の
拡
充
を
。
③
公
共
事
業
に
従

事
す
る
労
働
者
賃
金
の
適
正
な
確
保
の

た
め
な
ど
、
三
郷
市
に
お
い
て
も
公
契

約
条
例
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

企
画
総
務
部
長　
①
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
動
画
は
東
京
メ
ト
ロ
や

Ｊ
Ｒ
の
電
車
内
及
び
駅
構
内
な
ど
、
市

外
で
の
放
映
を
順
次
行
っ
て
い
る
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
Ｊ
Ｒ
秋
葉
原
駅
で
配
布

す
る
な
ど
、
市
外
の
か
た
に
も
市
の
Ｐ

Ｒ
を
進
め
て
い
る
。

市
長　
②
耐
震
改
修
に
付
随
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
を
継
続
し
て
い

く
。
③
根
本
的
な
対
策
は
国
の
施
策
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
市
と
し
て
は
引
き

続
き
適
正
な
労
働
者
賃
金
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
に
事
業
所
を
指
導
し
て
い
く
。

財
務
部
長　
③
社
会
保
険
加
入
を
市
の

入
札
参
加
資
格
の
条
件
と
す
る
ほ
か
、

最
低
制
限
価
格
の
見
直
し
な
ど
、
現
行

制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
安
全
対
策
な
ど
。
そ

議
員　
学
校
の
水
泳
指
導
中
に
プ
ー
ル

に
飛
び
込
ん
だ
児
童
生
徒
が
首
の
骨
を

折
る
な
ど
の
ケ
ガ
を
す
る
事
故
が
相
次

い
で
い
る
。
今
年
４
月
下
旬
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
は
全
国
の
小
中
学
校
に
再
発
防
止

を
求
め
る
通
知
を
出
し
た
と
の
記
事

が
あ
っ
た
。
小
中
学
校
で
は
授
業
中
の

プ
ー
ル
で
の
飛
び
込
み
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
小
中
学
校
で
も
課
外

授
業
や
部
活
動
で
水
泳
を
行
う
場
合

は
、
学
習
指
導
要
領
の
適
用
外
の
た
め

飛
び
込
み
は
規
制
さ
れ
て
い
な
い
。
通

知
で
は
、
そ
の
際
も
児
童
生
徒
の
能
力

や
技
術
に
応
じ
た
段
階
的
な
指
導
を
求

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
の
指
導

へ
の
対
応
と
水
泳
大
会

ま
す
ま
す
便
利
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

地
域
経
済
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

昨年の市内水泳大会

三郷市プロモーション動画
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きらりとひかる田園都市みさと

に
、
も
し
く
は
60
歳
以
上
を
２
０
０
円

に
、
高
校
生
を
１
０
０
円
に
改
定
し
て

は
ど
う
か
。

市
長　
総
合
体
育
館
は
、
様
々
な
年
齢

層
の
か
た
に
、
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ

く
施
設
で
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基

づ
き
、
利
用
者
に
ご
負
担
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
、
10
回

分
の
利
用
料
金
で
11
回
分
利
用
で
き

る
イ
レ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト
導
入
や
ト
レ
ー

ナ
ー
配
置
、
マ
シ
ー
ン
更
新
な
ど
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も

利
用
状
況
等
を
注
視
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
交
通
問
題
な
ど
。

議
員　
三
郷
市
民
の
所
得
が
近
隣
市
の

中
で
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
原

因
に
従
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
状

況
が
固
定
化
す
る
こ
と
へ
の
危
機
感
は

な
い
の
か
。
し
か
も
、
市
内
の
地
域
間

格
差
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
影
響
は
。
魅
力
あ
る
ま

ち
は
市
民
の
経
済
力
や
文
化
度
に
依
存

す
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
文
化
政
策
の
基
本
的
柱
は
、
市

民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
自
発
的
に
自

己
実
現
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
側
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
環
境
整
備
に
努
め

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
平
均
所
得

に
つ
い
て
は
、
若
い
世
代
の
人
口
流
入

が
多
い
こ
と
や
高
齢
化
の
進
展
な
ど
、

要
因
は
様
々
で
あ
る
。
所
得
に
関
わ
ら

ず
多
様
な
市
民
が
地
域
で
活
躍
し
色
々

な
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
文
化
が
醸

成
さ
れ
、
ま
ち
の
活
性
化
に
繋つ

な

が
る
も

の
と
考
え
る
。
今
後
も
子
育
て
世
代
が

住
み
た
い
と
思
い
、
高
齢
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
た
め
に

「
き
ら
り
と
ひ
か
る
田
園
都
市
み
さ
と

〜
人
に
も
企
業
に
も
選
ば
れ
る
魅
力
的

な
ま
ち
〜
」
の
実
現
に
向
け
て
地
域
の

魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
陸
上
競
技
場
の
活
用
。

議
員　
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

の
個
人
使
用
料
は
２
時
間
で
一
般
が
４

０
０
円
、
高
校
生
が
２
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。
越
谷
市
で
は
高
校
生
以
上
の

一
般
が
４
０
０
円
、
60
歳
以
上
が
半
額

の
２
０
０
円
、
草
加
市
は
３
０
０
円
、

吉
川
市
は
１
０
０
円
、
松
戸
市
は
２
１

０
円
と
近
隣
市
と
比
較
す
る
と
三
郷
市

が
一
番
高
い
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利

用
者
は
、
年
金
生
活
の
高
齢
者
も
多
く
、

そ
の
高
齢
者
の
か
た
が
健
康
で
元
気
で

あ
る
こ
と
は
、
市
と
し
て
も
医
療
費
や

保
険
料
の
負
担
が
少
な
く
な
る
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
に
ふ
さ
わ
し
く
、

更
な
る
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
も
、

現
行
の
大
人
料
金
を
半
額
の
２
０
０
円

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の

使
用
料
改
定
を

文
化
都
市
へ
の

取
り
組
み
に
危
機
感
は

総合体育館トレーニング室

市民文化のさらなる発展を

　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
つ
ぎ
の
14

名
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
議

案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
委
員
は
平
成
27
年
の
法

改
正
で
公
選
制
が
廃
止
さ
れ
、
議
会
の
同

意
を
得
て
市
長
が
任
命
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

（
任
期
は
、平
成
29
年
７
月
20
日
か
ら
３
年
間
）

○
榎
本
　 

貞
夫 

氏
（
前
間
）

○
大
久
保 

貴
章 

氏
（
大
広
戸
）

○
加
藤 

み
つ
子 

氏
（
茂
田
井
）

○
戸
邉 

　
　
勲 

氏
（
半
田
）

○
矢
野 

　
　
良 

氏
（
幸
房
）

○
内
田
　 

和
夫 

氏
（
戸
ヶ
崎
三
丁
目
）

○
岡
庭
　 

𠀋
夫 

氏
（
鷹
野
一
丁
目
）

○
篠
田
　 

義
昭 

氏
（
戸
ヶ
崎
二
丁
目
）

○
鶴
岡 

千
鶴
子 

氏
（
高
州
二
丁
目
）

○
篠
田 

　
匡
章 

氏
（
番
匠
免
一
丁
目
）

○
島
根 

　
至
代 

氏
（
花
和
田
）

○
中
村 

　
　
誠 

氏
（
彦
糸
一
丁
目
）

○
堀
切 

　
秀
夫 

氏
（
上
口
一
丁
目
）

○
岡
庭 

　
早
苗 

氏
（
鷹
野
一
丁
目
）

※
氏
名
は
議
案
番
号
順

▼
農
業
委
員
会
委
員

人
事
案
件

一般質問
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審議結果と賛否

６月定例会の審議結果と賛否をお知らせします
○＝賛成　×＝反対

※議長は採決に加わっていません。

号 件　　　名 結果 21世紀 政志会 公明党 共産党 市民派 無所属

議
　
案

25 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 三郷市個人情報保護条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 一般職の任期付職員の採用等に関する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

30 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 三郷市税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 三郷市都市計画税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 三郷市印鑑条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 三郷市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 三郷市地区計画区域内における建築物等の制限に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 三郷市三郷インターＡ地区等公共施設整備基金条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 平成２９年度三郷市一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 農業委員会委員に占める認定農業者等又はこれに準ずる者の割合を４分の１以上とすることに関する同意について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願 1 国民健康保険の都道府県化に関する請願書 不採択 × × × ○ × ×

会派名（人数） 所属議員名

21世紀クラブ（6） 市川　文雄（議長）、菊名　裕、岡庭　明、
野村　　徹、逢澤圭一郎、加藤　英泉

政志会（3） 篠田　　進、佐藤　裕之、佐々木　修

公明党（5） 酒巻　宗一、中野　照夫、鈴木深太郎、
佐藤　睦郎、鳴海　和美

日本共産党（3） 稲葉　春男、工藤智加子、和田　　司
市民派クラブ（2） 篠田　正巳、村上香代子
無所属（1） 森　　忠行

※このほか報告10件が提出されました。また、埼玉県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙を行いました。

請願の審査状況
請願第１号　国民健康保険の都道府県化に関する請願書
請願者　三郷社会保障推進協議会ほか14団体
請願事項　 都道府県化実施に伴う国保税の引き上げは

行わず、引き下げることなど。
審議結果　不採択
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きらりとひかる田園都市みさと常任委員会の視察

常任委員会行政視察を行いました
　当市の課題と先進事例の研究を行い、より一層の市民サービス向上に寄与するため、行政視察を行いま
した。各常任委員会の行政視察報告書は、市ホームページでご覧いただけます。
委員会名 日程 視察先 視察項目

♠ 総　　務４月25日　  ～ 27日

岐阜市（岐阜県）
春日井市（愛知県）
名古屋市（愛知県）

内部統制の整備・運用
高蔵寺ニュータウンにおける取り組み
消防団マイスター制度

♥ 市民福祉５月８日　  ～ 10日

函館市（北海道）
八戸市（青森県）

花巻市（岩手県）

函館市成年後見センター
健（検）診受診率向上＆健康運動・心と体のリフレッシュ推進事業、
八戸市健康と福祉のまちづくり条例
イーハトーブ花巻子育て応援プラン、花巻ママハウス

◆ 文教経済５月９日　  ～ 11日

東広島市（広島県）
廿日市市（広島県）
岩国市（山口県）

都市交通マスタープラン・総合交通戦略
産業振興ビジョン
商店街の活性化（軽トラ新鮮組！）

♠
総
務
常
任
委
員
会

　

職
員
の
意
識
や
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
抜
本
的
に
改
革
し
、
市
を

取
り
巻
く
様
々
な
リ
ス
ク
に
対
し

自
律
的
な
対
応
を
可
能
と
す
る
内

部
統
制
を
整
備
・
運
用
す
る
岐
阜

市
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
む

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生
に
向
け
て

旧
学
校
施
設
活
用
な
ど
様
々
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
春
日

井
市
。
消
防
団
マ
イ
ス
タ
ー
制
度

で
専
門
的
な
知
識
の
習
得
の
み
な

ら
ず
所
属
団
員
や
地
域
住
民
へ
の

指
導
に
も
重
点
を
置
き
、
消
防
団

の
地
位
向
上
・
活
性
化
を
図
る
名

古
屋
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

♥
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

　

成
年
後
見
制
度
の
新
た
な
担
い

手
と
し
て
市
民
後
見
人
の
育
成
・

支
援
を
実
施
し
て
い
る
函
館
市
。

条
例
を
制
定
し
、
健
康
診
査
等
の

受
診
率
向
上
の
た
め
に
市
民
の
健

康
・
福
祉
に
関
す
る
施
策
を
連
携

し
て
展
開
し
て
い
る
八
戸
市
。
子

育
て
応
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
保

幼
小
の
連
携
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

連
携
し
子
育
て
中
の
母
親
な
ど
女

性
に
対
す
る
支
援
を
し
て
い
る
花

巻
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

♦
文
教
経
済
常
任
委
員
会

　

バ
ス
路
線
の
再
編
や
、
交
通
結

節
点
を
整
備
し
、
効
率
よ
く
バ
ス

を
走
ら
せ
る
こ
と
に
加
え
、
に
ぎ

わ
い
の
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
東
広
島
市
。
地
場
産
の
野
菜

や
果
物
を
使
っ
た
マ
ル
シ
ェ
の
開

催
や
、
沿
岸
部
の
宮
島
に
き
た
観

光
客
を
里
山
体
験
に
誘
導
す
る

着
地
型
観
光
を
推
進
す
る
廿
日
市

市
。
新
鮮
な
野
菜
を
、
コ
ス
ト
が

か
か
ら
な
い
軽
ト
ラ
市
と
い
う
手

法
で
販
売
し
て
、
商
店
街
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
る
岩
国
市
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
、
各
常
任
委
員
会
で

実
施
し
た
先
進
事
例
の
行
政
視
察

に
つ
い
て
共
通
理
解
を
は
か
る
た

め
、
議
員
報
告
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

名古屋市での視察の様子

花巻ママハウス

議
員
報
告
会
を
開
催

岩国市中通商店街
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議会あれこれ・永年勤続議員表彰・傍聴しませんか

　全国市議会議長会及び
埼玉県市議会議長会の定
期総会において、永年勤
続議員として、地方自治
の伸長発展、市政の向上
振興に貢献された功績に
対して、表彰されました。

森
もり

　忠
ただゆき

行
（議員歴15年）

篠
し の だ

田　正
ま さ み

巳
（議員歴15年）

篠
し の だ

田　進
すすむ

（議員歴30年）

永年勤続議員表彰

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は、議会活動に触れる最も身近な方法です。
　本会議や委員会では、市民の皆様の生活に直接関わる重要な問題について、
活発な議論が交わされますので、市政への理解を深めていただくためにも、
市議会の傍聴をしてみませんか。

●次回の定例会は９月に開かれます。10時から開会となります。

月　日 曜日 会議別

９月１日 金
本会議９月４日 月

９月７日 木
９月８日 金

委員会
９月11日 月

９月15日 金 本会議
（議案採決）

９月19日 火

本会議
（一般質問など）

９月20日 水
９月21日 木
９月22日 金

【平成29年９月定例会の予定表】

　　　　　　　　　　　　　　 議会傍聴Ｑ＆Ａ 　
Ｑ．議会はいつ傍聴できますか。
Ａ．議会は３月・６月・９月・12月に開催されます。
　　 詳しい日程は議会事務局にお問い合わせください。

☎048（930）7768  
Ｑ．議会を傍聴したいのですが、どのような手続きをするのですか。
Ａ． 本会議は原則として、どなたでも傍聴ができます。通常は午前10時から
会議が開かれますので、７階傍聴席入口で氏名・住所を記入してから傍
聴してください。なお、委員会の傍聴は委員長の許可が必要となり、６
階議会事務局で受付します。

Ｑ．子どもと一緒に傍聴したいのですが。 
Ａ． お子さんの傍聴も可能ですが、係員の指示に従っていただく場合があり
ます。 

Ｑ．車椅子でも、議会の傍聴はできますか。
Ａ．車椅子のかたのためのスペース（３席）があります。 
Ｑ．三郷市議会では手話による傍聴は可能ですか。
Ａ． 議会傍聴で手話通訳または要約筆記を希望されるかたは、傍聴希望日の
おおむね14日前までに議会事務局までお申し込みください。

陳
情
を
受
理

○ 

６
月
定
例
会
で
は
、
陳
情
１
件
を
受
理
し

ま
し
た
。

他
市
か
ら
の
行
政
視
察
が
あ
り
ま
し
た

○ 

「
彦
成
小
学
校
自
転
車
運
転
免
許
」
に
つ

い
て
…
５
月
２
日
に
吉
川
市
議
会
市
民
の

会
・
無
所
属
。

○ 

「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
」に
つ
い
て
…
５

月
16
日
に
宮
城
県
角
田
市
議
会
教
育
厚
生

常
任
委
員
会
。

○ 

「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
」
及
び
「
シ
ル
バ

ー
元
気
塾
」
に
つ
い
て
…
６
月
27
日
に
秋

田
県
能
代
市
議
会
文
教
民
生
委
員
会
。

傍聴席60席（うち車椅子席３席）

他市からの行政視察の様子（彦郷小学校）
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　公職選挙法により、議員の寄附行為や時候の挨拶状などは禁止されております。
 本紙上をもって、ご挨拶とさせていただきます。　 三郷市議会

きらりとひかる田園都市みさと

この議会だよりは地球にやさしい再生紙と植物油インクを使用しています。

利便性の地域格差
主婦　50代　戸ヶ崎在住

　三郷市は、近年とても近代的に変貌
している。だが、利便性の地域格差は
大きくなっていると思う。
　駅のある市北部や中央付近は、バス
の便も多く、公共施設へのアクセスも
良い。そのためか、イベント等も多く
行われている。市のイベントへ行きた
くても便がないから自家用車で、また
は行かないとなる。ある地域は、市役
所に用事で出かけるのにバス停まで20
分以上も歩くと聞く。これでは私だっ
て面倒になる。
　家族や知人に頼れない人もいる。取
り残された市民がいないかどうか、市
全体を見渡してほしい。

2020年に向けて夢広がる三郷市
自営業　40代　鷹野在住

　三郷市では上口調節池に日本陸上
競技連盟公認の400ｍトラックをもつ
陸上競技場の建設を進めている。こ
れは2020年に開催される東京オリン
ピック・パラリンピックの事前キャ
ンプの誘致や練習場の提供などを進
めていくためには、とても重要で良
いアピールである。
　また、陸上競技場が市内に完成す
ると、市内小中高生のスポーツ推進
にも大きく役立つ。さらに陸上だけ
でなくサッカーやラグビーなど球技
の体験や見学もでき、三郷市のスポー
ツや体育健康推進の活性化につなが
るのも間違いない。新陸上競技場の
完成による三郷市のさらなる発展が
とても楽しみである。

利便性の地域格差

　三郷市は、近年とても近代的に変貌

大きくなっていると思う。
　駅のある市北部や中央付近は、バス
の便も多く、公共施設へのアクセスも
良い。そのためか、イベント等も多く
行われている。市のイベントへ行きた
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暑中お見舞い申し上げます


